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研究要旨 

生化学的な背景において，アルコール過剰摂取により体内のビタミン貯蔵量が低下すると考

えられている．しかし，アルコール摂取時のビタミン必要量に関する報告はない． 

本研究では，ラットにおいて，エタノール摂取によりどの B 群ビタミン（ビタミン B1，ビ

タミン B2，ビタミン B6，ビタミン B12，ナイアシン，パントテン酸，葉酸，ビオチン）の代謝

が変動するのかを明らかにすること，また，アルコール摂取時に B 群ビタミンの必要量が増加

するかどうかを明らかにすることを目的とした．3 週齢の Wistar 系ラットを用い，ビタミン混

合 0.3%を含む 20%カゼイン食を与え 28 日間飼育した．対照群には水，試験群には 15%エタノ

ールを与えた．飼育最終日の尿，血液，肝臓中のビタミン量を測定した．ビタミン B12 を除く

B 群ビタミンにおいて，尿，血液，肝臓中のビタミン量の値が試験群で低値を示し，エタノー

ルの摂取によるビタミン代謝の変動が認められた．また，エタノール投与により，ビタミン

B12 を除く B 群ビタミンの尿中排泄率が減少した．これは，体内のビタミンの利用が高まった

ことが示している．これらのことから，ビタミン B12を除く 7 種類の B 群ビタミンにおいて，

必要量が増加したことが示された． 

 



A．目的 

慢性アルコール摂取が原因でおこる脳障

害は，脳中のビタミン B1，B6，B12，ニコチ

ンアミドの著しい減少を伴っているという

報告がある 1)．また，生化学的な背景におい

ても，アルコールの過剰摂取により体内のビ

タミン貯蔵量が低下すると考えられている． 

ヒトと同様に，動物実験においてもエタノー

ル投与により体内のビタミン量が減少する

という報告がある 2)．このことよりヒトの先

行実験として，ラットを用い，アルコール摂

取時の必要量算定に関する研究が可能では

ないかと考えた． 

本研究では，ラットにおいて，エタノール

摂取によりどの B 群ビタミンの代謝が変動

するのかを明らかにすることを目的とした．

また，アルコール摂取時に B 群ビタミンの必

要量が増加するかどうかを明らかにするこ

とを目的とした． 

 

B．実験方法 

1．飼育動物 

本研究は滋賀県立大学動物実験委員会の

承認を受けた．飼育室の温度は 22℃前後，湿

度は 50%前後，午前 6 時～午後 6 時を明，午

後 6 時から午前 6 時を暗とした． 

3週齢のWistar系雄ラット 10匹を日本クレ

ア（株）より購入し，平均体重がほぼ等しく

なるように対照群（control 群）と試験群

（ethanol 群）の 2 群に分け，ラット用代謝ケ

ージに入れた．対照群には水，試験群には

15%エタノールを与えた．飼料はビタミン混

合を 0.3%含む 20%カゼイン食（V.mix 0.3%）

を与え，28 日間飼育した．飼料と水・エタノ

ールは自由摂取とし，1 日ないし 2 日おきの

午前 9 時～10 時に新しいものと交換した．ま

た，その際に体重と飼料摂取量を測定した．

飼育最終 3 日間の 1 日尿を集め，尿中ビタミ

ン排泄量を測定した．血液，肝臓は断頭屠殺

時に採取，摘出し，血液中のビタミン濃度，

肝臓中のビタミン量を測定した． 

2．分析 

尿中チアミン量を測定するために，尿 9 mL

に 1 M HCl を 1 mL 加えて安定化した．この

尿を HPLC による分析に供した 3)． 

尿中リボフラビン量を測定するために，尿

9 mL に 1 M HCl を 1 mL 加えて安定化した．

この尿を HPLC による分析に供した 4)． 

尿中 4−ピリドキシン酸（4-PIC）量を測定

するために，尿 9 mL に 1 M HCl を 1 mL 加え

て安定化した．この尿を HPLC による分析に

供した 5)． 

尿中ビタミン B12 量の定量するために，シ

アノコバラミンに変換後， Lactobacillus 

leichmanii ATCC 7830 を用いた微生物学的定

量法に供した 6)． 

尿中ニコチンアミド代謝産物量はニコチ

ンアミド，N1−メチルニコチンアミド（MNA），

N1-メチル -2-ピリドン -5-カルボキサミド

（2-Py），N1-メチル-4-ピリドン-3-カルボキサ

ミド（4-Py）の合計とした．尿中総ニコチン

アミド代謝産物量を測定するために，尿 9 mL

に 1 M HCl を 1 mL 加えて安定化した．この

尿を HPLC 法に供し，尿中ニコチンアミド，

2-Py，4-Py 各含量を測定とした 7)．また，尿

中 MNA 含量を HPLC 法で測定した 8)． 

尿中パントテン酸量を測定するために，尿

を Lactobacillus plantarum ATCC 8014 を用い

た微生物学的定量法に供した 9)． 

尿中葉酸量を測定するために，尿 9 mL に 1 

M アスコルビン酸溶液を 1 mL 加えて安定化

し，Lactobacillus rhamnosus ATCC 27773 を用



いて微生物学的定量法に供した 10)． 

尿中ビオチン量を測定するために，尿を

Lactobacillus plantarum ATCC 8014 を用いた

微生物学的定量法に供した 11)． 

3．統計処理 

2 群間の比較には unpaired t-test を用いた．

p 値が 0.05 以下のとき，統計的有意差がある

ものとした．計算には GraphPad Software 社

（San Diego，CA，USA）の GraphPad Prism 4

を使用した．データは平均 ± 標準誤差で示

した． 

 

C．結果 

1．体重増加量，飼料摂取量，エネルギー摂

取量，飼料効率 

 体重増加量，飼料摂取量，エネルギー摂

取量，飼料効率の結果は図 1 に示した． 

体重増加量，飼料摂取量は，対照群と比較

して，試験群で低い値を示した．エネルギー

摂取量は，対照群と試験群の差は認められな

かった． 

 飼料効率は飼料摂取量 / 体重増加量から

算出した．飼料効率は，対照群と試験群で差

は認められなかった． 

2．尿中ビタミン排泄量，血液中ビタミン濃

度，肝臓中ビタミン量 

 尿中ビタミン排泄量の結果は図 2 に示した．

対照群と試験群で，飼料摂取量に差が認めら

れたため，ビタミン排泄量は，排泄率（尿中

ビタミン排泄量 / ビタミン摂取量 × 100）で

表した．尿中ビタミン排泄率は，ビタミン

B12を除く 7 種類の B 群ビタミンで，対照群

と比べ，試験群で低い値を示した． 

 血液中のビタミン濃度は，ビタミン B1，ビ

タミン B2，ビタミン B6，ナイアシン，パン

トテン酸において，対照群と比べ，試験群で

低い値を示した（図 3）． 

肝臓中のビタミン量は，ビタミン B1，ビタ

ミン B2 において対照群と比べ試験群で低い

値を示した（図 4）． 

 

D．考察 

 本研究では，ラットにエタノールを慢性的

に摂取させ，エタノール摂取によりどの B 群

ビタミンの代謝が変動するのか，また，エタ

ノール摂取によりビタミンの必要量は上昇

するのかどうか調べた． 

長期エタノール投与では，エタノールによ

るエネルギー摂取のため，飼料摂取量が減少

する．しかし，飼料効率（飼料摂取量 / 体重

増加量）に差がなかったことより，エタノー

ル摂取によるエネルギー摂取量は体重増加

に寄与していないことが示され，Pirola ら 12）

の報告と一致する結果となった． 

 尿中ビタミン排泄率，血液中ビタミン濃度，

肝臓中ビタミン排泄量の結果から，ビタミン

B12を除く 7 種類の B 群ビタミンで，エタノ

ール投与によるビタミンの代謝の変動が認

められた．肝臓中のビタミン B1，ビタミン

B2，パントテン酸，葉酸が試験群で減少する

ことから，慢性的なエタノール摂取により体

内の貯蔵量が減少したことを示している．ま

た，それに伴い血液中のビタミン B1，ビタミ

ン B2，パントテン酸濃度が，エタノール投与

により一定に保たれていないことから，エタ

ノール投与により，体内のビタミンの栄養状

態が悪化していることが示された． 

また，3 週齢ラットでは，0.3%のビタミン

混合食が全てのビタミンの必要量を満たす

量として，平成 19 年度厚生労働科学研究費

補助金「日本人の食事摂取基準を改定するた



めのエビデンスの構築に関する研究－微量

栄養素と多量栄養素摂取量のバランス解明

－」13) で行われた実験で決定されていること

から，本研究で行った V.mix 0.3%群がビタミ

ン必要量摂取群とした．この対照群とエタノ

ールを投与した試験群を比較すると，ビタミ

ンB12を除く 7種類のB群ビタミンにおいて，

尿中排泄率は試験群で低い値を示した．尿中

ビタミン排泄率の減少は，体内のビタミンの

利用が高まったことが示される．このことか

ら，エタノール投与によりビタミン B12 を除

く 7種類のB群ビタミン必要量が増加したこ

とが示された． 

 

E．健康危機情報 

特記する情報なし 

 

F．研究発表 

1．発表論文 

 なし 

2．学会発表 

宮崎愛子，福渡努，柴田克己．第 13 回 

日本病態栄養学会．平成 22 年 1 月 10 日（国

立京都国際会館）エタノールの投与がビタミ

ン必要量におよぼす影響． 
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図 1．エタノール摂取が体重増加量（A），飼料摂取量（B），エネルギー摂取量（C），

飼料効率（D）におよぼす影響． 

□は対照群（Control 群），■は試験群（ethanol 群）を表し，値は平均値 ± 標準誤差として示

した．*は有意差があることを示す（*p < 0.05，**p < 0.01，***p < 0.001）． 
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図 2．エタノール摂取が尿中ビタミン B1（A），ビタミン B2（B），ビタミン B6（C）,ビタミ

ン B12（D），ナイアシン（E），パントテン酸（F），葉酸（G），ビオチン（H）排泄量にお

よぼす影響．□は対照群（Control 群），■は試験群（ethanol 群）を表し，値は平均値 ± 標準

誤差として示した．*は有意差があることを示す（*p < 0.05，**p < 0.01，***p < 0.001）． 
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図 3．エタノール摂取が血液中ビタミン B1（A），ビタミン B2（B），ビタミン B6（C）,ビタ

ミン B12（D），ナイアシン（E），パントテン酸（F），葉酸（G），ビオチン（H）の濃度に

およぼす影響．□は対照群（Control 群），■は試験群（ethanol 群）を表し，値は平均値 ± 標

準誤差として示した．*は有意差があることを示す（*p < 0.05，**p < 0.01，***p < 0.001）． 
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図 4．エタノール摂取が肝臓中ビタミン B1（A），ビタミン B2（B），ビタミン B6（C）,

ビタミン B12（D），ナイアシン（E），パントテン酸（F），葉酸（G），ビオチン（H）

量におよぼす影響．□は対照群（Control 群），■は試験群（ethanol 群）を表し，値は平均値 ± 

標準誤差として示した．*は有意差があることを示す（*p < 0.05，**p < 0.01，***p < 0.001）． 


